
もう一冊の薦めたい本は、『君たちはどう生きる
か』である。学術書ではないので、知的な刺激には乏
しいが学生の皆さんが人間として成長するきっかけを
作ってくれるような本であり、是非とも読んでほしい。
この本が出版された1937年の日本は日中戦争の開戦な
ど軍国主義一色の時代で、反戦の言論は厳しく制限さ
れていた。この本はそのような時代に周りに流されず
自分の考えに基づいて行動することの大切さを私たち
に問いかけた本であり、80年前に出版されて以来、未
だに多くの読者に読まれている。
社会に出ると皆さんが想像している以上に理不尽な

事がある。財政難のため社会保障費を削るが、軍事費
はためらいもなく増やす国家と日々の生活に困窮して
いる人たちがいる。国防は言うまでもなく重要だが、
人の命はそれ以上に尊い。にもかかわらず、メディア
では社会保障費の削減や生保バッシングが繰り返し報
道されている。
本書はどんな時代でも変わらないもの、人が人とし

て人間らしくよりよく生きていくために必要なことは
何か。それを読者に考えさせてくれる本である。

皆さんは、『わたしは、ダニエル・ブレイク』とい
う映画を見ただろうか。この映画は貧困対策の優等生
と言われてきた英国においてさえ生活保護バッシング
が起きていることを我々に教えてくれる映画である。
英国はC.ブースの「貧困の発見」以来、ベヴァリッジ
報告からの戦後福祉国家建設と貧困政策で世界をリー
ドしてきた。この映画はその英国でさえ生活保護バッ
シングが起きていることを私たちに教えてくれている。
一方で福祉国家のシステムとしては英国以上に評価

されてきたのが北欧諸国である。北欧諸国は自由主義
経済圏の中でも、富の公的再分配によって経済的・社
会的不平等の是正に成功した福祉国家の優等生とされ
てきた。本書はこの北欧諸国でさえも社会保障費の削
減、生活保護バッシングが起きていることが描かれて
いる。世界を覆いつつある経済のグローバル化、新自
由主義的規制緩和の波は北欧諸国でさえ飲み込みつつ
あるのだ。日本でも社会保障費の削減は進められてお
り、私たちは、人の命と健康の砦である社会保障をど
のように守り、育てていくのかを問われている。私た
ちはこの問題をどう乗り越えてゆけば良いのか。本書
はこのことを考える上で有益な書籍と言える。
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